
 

 

 

１ 

計
画
の 

背
景 

２ 

計
画
の 

位
置
づ
け 

３ 

計
画
区
域

と
計
画
期
間 

４ 

基
本
方
針

と
目
標 

５ 

公
共
交
通

施
策
（
事
業
）

と
実
施
主
体 

６ 

計
画
の 

達
成
状
況
の 

評
価 

７ 

推
進
方
針 

８ 

活
性
化 

協
議
会
の 

運
営
方
針 

用
語
解
説  

 



 

 

 

１ 

計
画
の 

背
景 

２ 

計
画
の 

位
置
づ
け 

３ 

計
画
区
域

と
計
画
期
間 

４ 

基
本
方
針

と
目
標 

５ 

公
共
交
通

施
策
（
事
業
）

と
実
施
主
体 

６ 

計
画
の 

達
成
状
況
の 

評
価 

７ 

推
進
方
針 

８ 

活
性
化 

協
議
会
の 

運
営
方
針 

用
語
解
説 

 

 
 

 



 

 

 

１ 

計
画
の 

背
景 

２ 

計
画
の 

位
置
づ
け 

３ 

計
画
区
域

と
計
画
期
間 

４ 

基
本
方
針

と
目
標 

５ 

公
共
交
通

施
策
（
事
業
）

と
実
施
主
体 

６ 

計
画
の 

達
成
状
況
の 

評
価 

７ 

推
進
方
針 

８ 

活
性
化 

協
議
会
の 

運
営
方
針 

用
語
解
説 

- 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

30本以上

20～29本

10～19本
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参考２ 一般化時間による交通利便性の評価 

 

 

『一般化時間』とは 

・交通に係る費用を時間換算し、所要時間と合計して評価する考え方です。 

・評価に当たっては市内を 100m 四方のメッシュに分割し、各メッシュから目的地までの、

以下の時間及び費用を計測し、時間に換算しました。 

〇徒歩 

メッシュから目的地までの道路距離を歩行速度で除して時間を算出しました。 

道路勾配による身体的負担を時間算出に考慮しました。（※1） 

歩行速度については、高齢者の平均速度である 58ｍ/分を適用します。（※2） 

ただし、15 分以上の徒歩は、評価の対象から除外しました。（※3） 

〇バス 

メッシュから乗車バス停、降車バス停から目的地までの徒歩による時間を算出しまし

た。算出方法は「徒歩」参照。 

乗車バス停から最終降車バス停の乗車時間は道路距離より算出します（※2）。 

乗車バス停での待ち時間を算出します（待ち時間＝運行間隔の 1/2 として算出）。

（※4） 

運賃は普通運賃を設定しました。 

〇タクシー 

配車待ち時間は、最寄駅から配車されるとの仮定を置き、メッシュと最寄り駅との道路

距離から算出します。（ただし 5 分未満の場合は 5 分と設定） 

走行速度は、道路交通センサス調査結果をもとに設定しております（※2）。 

迎車回送料金は一律 300 円と設定します。 

料金は初乗り 500 円（1.27km まで）、その後 0.263km ごとに 100 円加算しま

す。 



 

参考２ 一般化時間による交通利便性の評価 

 

 

『一般化時間』とは 

・交通に係る費用を時間換算し、所要時間と合計して評価する考え方です。 

・評価に当たっては市内を 100m 四方のメッシュに分割し、各メッシュから目的地までの、

以下の時間及び費用を計測し、時間に換算しました。 

〇徒歩 

メッシュから目的地までの道路距離を歩行速度で除して時間を算出しました。 

道路勾配による身体的負担を時間算出に考慮しました。（※1） 

歩行速度については、高齢者の平均速度である 58ｍ/分を適用します。（※2） 

ただし、15 分以上の徒歩は、評価の対象から除外しました。（※3） 

〇バス 

メッシュから乗車バス停、降車バス停から目的地までの徒歩による時間を算出しまし

た。算出方法は「徒歩」参照。 

乗車バス停から最終降車バス停の乗車時間は道路距離より算出します（※2）。 

乗車バス停での待ち時間を算出します（待ち時間＝運行間隔の 1/2 として算出）。

（※5） 

運賃は普通運賃を設定しました。 

〇タクシー 

配車待ち時間は、最寄駅から配車されるとの仮定を置き、メッシュと最寄り駅との道路

距離から算出します。（ただし 5 分未満の場合は 5 分と設定） 

走行速度は、道路交通センサス調査結果をもとに設定しております（※2）。 

迎車回送料金は一律 400 円と設定します。 

料金は初乗り 500 円（1.155km まで）、その後 0.239km ごとに 100 円加算し

ます。 

 

 
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参考２ 一般化時間による交通利便性の評価 

 

 

〇鉄道 

メッシュから乗車駅、降車駅から目的地までの所要時間を算出。交通手段としては徒

歩とバスを比較し所要時間の短い方を採用します。 

乗車駅から降車駅までの乗車時間をダイヤより算出しました。 

乗換駅での乗換時間については大都市交通センサス（※5）をもとに設定しました。 

乗車駅での待ち時間は運行間隔の 1/2 として設定しました。 

運賃は普通運賃を設定しました。 

 

・上記で算出される費用に時間換算値（0.03 分/円）を乗じて金額に換算し、所要

時間と合計し総額を算出しました（※6）。 

・なお、一般化時間の算定に当たっては、交通弱者である可能性の高い高齢者に焦点

を当てました。移動手段として自転車も考えられますが、起伏のある地域での利用は高

齢者にとって体力的に困難であるともに安全面にも課題があります。そのため、計算に当

たっては移動手段として自転車を想定しておりません。 

20代
以下

30-50
代

60代
以上

20代
以下

30-50
代

60代
以上

平地歩行 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

坂道上り（勾配4％） 1.42 1.35 1.31 1.30 1.48 1.49

坂道下り（勾配4％） 1.03 1.07 1.24 1.00 1.20 1.30

坂道上り（勾配9％） 1.59 1.59 1.75 1.35 1.60 2.31

坂道下り（勾配9％） 0.96 1.01 1.29 1.13 1.18 1.55

男性 女性



 

参考２ 一般化時間による交通利便性の評価 

 

 

〇鉄道 

メッシュから乗車駅、降車駅から目的地までの所要時間を算出。交通手段としては徒

歩とバスを比較し所要時間の短い方を採用します。 

乗車駅から降車駅までの乗車時間をダイヤより算出しました。 

乗換駅での乗換時間については大都市交通センサス（※6）をもとに設定しました。 

乗車駅での待ち時間は運行間隔の 1/2 として設定しました。 

運賃は普通運賃を設定しました。 

 

・上記で算出される費用に時間換算値（0.03 分/円）を乗じて金額に換算し、所要

時間と合計し総額を算出しました（※7）。 

・なお、一般化時間の算定に当たっては、交通弱者である可能性の高い高齢者に焦点

を当てました。移動手段として自転車も考えられますが、起伏のある地域での利用は高

齢者にとって体力的に困難であるともに安全面にも課題があります。そのため、計算に当

たっては移動手段として自転車を想定しておりません。 

20代
以下

30-50
代

60代
以上

20代
以下

30-50
代

60代
以上

平地歩行 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

坂道上り（勾配4％） 1.42 1.35 1.31 1.30 1.48 1.49

坂道下り（勾配4％） 1.03 1.07 1.24 1.00 1.20 1.30

坂道上り（勾配9％） 1.59 1.59 1.75 1.35 1.60 2.31

坂道下り（勾配9％） 0.96 1.01 1.29 1.13 1.18 1.55

男性 女性

 
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 

 

 



 

参考２ 一般化時間による交通利便性の評価 
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参考２ 一般化時間による交通利便性の評価 

 

 

 

 

 

徒歩による
一般化時間

バスによる
一般化時間

タクシーによる
一般化時間

鉄道による一般化時間

最小となる一般化時間が当該メッシュから目的地までの一般化時間

駅まで
徒歩

駅まで
バス

駅まで
ﾀｸｼｰ

＜参考＞公共交通検討地域について 

・国土交通省自動車局の「地域公共交通づくりハンドブック」によると、公共交通が空白で

ある地域を、『駅やバス停から一定の距離を越えた地域』と定義しておりますが、地方部や

中山間地域等公共交通が疎である地域を念頭においた考え方となっております。 

・流山市については、地方部等と比較すると公共交通は比較的密であるものの、バス系統

の行先により、目的地までの移動に対する利便性が十分でない地域が存在すると考えら

れます。 

・そのため本調査においては、ニーズの高い目的地を設定し、そこまでの一般化時間が、あ

る一定の基準以上ある地域を流山市における公共交通検討地域と考えることとしまし

た。 
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最小となる一般化時間が当該メッシュから目的地までの一般化時間

駅まで
徒歩

駅まで
バス

駅まで
ﾀｸｼｰ

＜参考＞公共交通検討地域について 

・国土交通省自動車局の「地域公共交通づくりハンドブック」によると、公共交通が空白

である地域を、『駅やバス停から一定の距離を越えた地域』と定義しておりますが、地方

部や中山間地域等公共交通が疎である地域を念頭においた考え方となっております。 

・流山市については、地方部等と比較すると公共交通は比較的密であるものの、バス系

統の行先により、目的地までの移動に対する利便性が十分でない地域が存在すると考

えられます。 

・そのため本調査においては、ニーズの高い目的地を設定し、そこまでの一般化時間が、

ある一定の基準以上ある地域を流山市における公共交通検討地域と考えることとしま

した。 



 

参考２ 一般化時間による交通利便性の評価 

 

最小一般化時間が 30 分以上となるメッシュ 加四丁目⇒流山おおたかの森周辺 



 

 

参考２ 一般化時間による交通利便性の評価 
 

 

最小一般化時間が 30 分以上となるメッシュ 加四丁目⇒流山おおたかの森周辺 

 


